
令和４年10月18日　火曜日           
第341号1 増刊①

令
和
四
年
十
月
十
八
日

第
三
百
四
十
一
号

増

刊

①

　
　
　
　

告

示
（
第
九
百
十
一
号
）

○
福
岡
県
造
林
事
業
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
改
正　
　
　
　
　
　

（
林
業
振
興
課
）
…
…
…
…
…
一

　
　
　
　
教
育
委
員
会

○
福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）
…
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）
…
…
…
…
…
三

　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
設
立
届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
財
政
支
援
課
）
…
…
…
…
…
四

○
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
財
政
支
援
課
）
…
…
…
…
…
四

○
政
治
団
体
の
解
散
届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
財
政
支
援
課
）
…
…
…
…
…
七

○
資
金
管
理
団
体
の
指
定
届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
財
政
支
援
課
）
…
…
…
…
…
八

○
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
財
政
支
援
課
）
…
…
…
…
…
八

○
資
金
管
理
団
体
の
指
定
取
消
届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
財
政
支
援
課
）
…
…
…
…
…
九

　
福
岡
県
告
示
第
九
百
十
一
号

　

福
岡
県
造
林
事
業
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

　
　
　

福
岡
県
造
林
事
業
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

福
岡
県
造
林
事
業
補
助
金
交
付
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
福
岡
県
告
示
第
千
六
百
七
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
一
事
業
主
体
の
欄
中
「特
定
間
伐
等
促
進
計
画

（
」
を
削
り
、
「に

規
定
す
る
特
定
間
伐
等
促

進
計
画
を
い
う

。
以
下
同
じ

」
を
「第

５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
間
伐
等
促
進
計
画

（以
下

「特

定
間
伐
等
促
進
計
画

」と
い
う

」
に
改
め
、
同
表
事
業
の
規
模
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

事
　

　
　

　
　

業
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

規
　

　
　

　
　

模

１
施

行
地

の
面

積
が

 0.1 ヘ
ク

タ
ー

ル
以

上
（

付
帯

施
設

等
整

備
及

び
森

林
作

業
道

整
備

を
除

く
。

）
こ

れ
に

加
え

て
、

間
伐

及
び

更
新

伐
に

つ
い

て
は

、
次

の
ア

又
は

イ
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
ア

　
森

林
経

営
計

画
又

は
特

定
間

伐
等

促
進

計
画

に
基

づ
い

て
行

う
場

合
は

、
第

３
条

に
定

め
る

補
助

金
の

交
付

申
請

ご
と

、
か

つ
、

森
林

経
営

計
画

又
は

特
定

間
伐

等
促

進
計

画
ご

と
に

、
間

伐
及

び
更

新
伐

の
そ

れ
ぞ

れ
の

伐
採

木
の

搬
出

材
積

の
合

計
を

、
そ

れ
ぞ

れ
の

当
該

施
行

地
の

面
積

の
合

計
で

除
し

て
得

た
値

が
１

ヘ
ク

タ
ー

ル
当

た
り

10立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

イ
　

森
林

経
営

管
理

法
第

35条
第

１
項

に
規

定
す

る
経

営
管

理
実

施
権

配
分

計
画

（
以

下
「

実
施

権
配

分
計

画
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

い
て

行
う

場
合

は
、

ア
の

規
定

を
準

用
す

る
も

の
と

し
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
「

森
林

経
営

計
画

又
は

特
定

間
伐

等
促

進
計

画
」

と
あ

る
の

は
「

実
施

権
配

分
計

画
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
造
林
事
業
補
助
金
交
付
規
程
の
規
定
は

、
令
和
四
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す
る
。

　

福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

　
　
　

福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文

部
省
令
第
十
一
号
）
第
八
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
中
学
校
に
お
け
る
教

育
と
の
一
貫
性
に
配
慮
し
た
教
育
を
施
す
も
の
と
す
る
。

高
等
学
校
名
（
課
程
・
学
科
）

中
学
校
名

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
等
学
校
（
全
日
制
・
普
通

科
、
住
環
境
シ
ス
テ
ム
科
）

大
川
市
立
大
川
桐
英
中
学
校

大
川
市
立
大
川
桐
薫
中
学
校

目

次

教
育
委
員
会
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別
表
中

「
９

福
岡
県
立
小
倉
南
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
二
〇
〇
）

」
を

定
時
制

普
通
（
一
二
〇
）

「
９

福
岡
県
立
小
倉
南
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
二
四
〇
）

」
に
、

定
時
制

普
通
（
一
二
〇
）

「
14

福
岡
県
立
北
九
州
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
二
〇
〇
）

」
を

「
14

福
岡
県
立
北
九
州
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
二
四
〇
）

」
に
、

「
31

福
岡
県
立
光
陵
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
三
六
〇
）

」
を

「
31

福
岡
県
立
光
陵
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
〇
〇
）

」
に
、

「
34

福
岡
県
立
新
宮
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
三
六
〇
）
、
理
数
（
四
〇
）

」
を

「
34

福
岡
県
立
新
宮
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
〇
〇
）
、
理
数
（
四
〇
）

」
に
、

「
42

福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
〇
〇
）

」
を

「
42

福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
四
〇
）

」
に
、

「
44

福
岡
県
立
柏
陵
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
三
二
〇
）

」
を

「
44

福
岡
県
立
柏
陵
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
三
六
〇
）

」
に
、

「
45

福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
三
六
〇
）

」
を

「
45

福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
〇
〇
）

」
に
、

「
48

福
岡
県
立
福
岡
工
業
高
等
学
校

全
日
制

機
械
工
学
（
八
〇
）
、
情
報
工
学
（

四
〇
）
、	

電
気
工
学
（
四
〇
）
、
電

子
工
学
（
四
〇
）
、
環
境
化
学
（
四
〇

）
、
染
織
デ
ザ
イ
ン
（
四
〇
）
、
建
築

（
四
〇
）
、
都
市
工
学
（
四
〇
）

」
を

定
時
制

工
業
技
術
（
四
〇
）

「
48

福
岡
県
立
福
岡
工
業
高
等
学
校

全
日
制

工
業
進
学
（
四
〇
）
、
機
械
工
学
（

四
〇
）
、	

電
子
情
報
工
学
（
八
〇
）

、
電
気
工
学
（
四
〇
）
、
環
境
化
学
（

四
〇
）
、
染
織
デ
ザ
イ
ン
（
四
〇
）
、

建
築
（
四
〇
）
、
都
市
工
学
（
四
〇
）

」
に
、

定
時
制

工
業
技
術
（
四
〇
）

「
52

福
岡
県
立
筑
前
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
〇
〇
）

」
を

「
52

福
岡
県
立
筑
前
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
四
〇
）

」
に
、

「
59

福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
三
六
〇
）

」
を

定
時
制

普
通
（
四
〇
）

「
59

福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
四
〇
〇
）

」
に
、

定
時
制

普
通
（
四
〇
）

「
67

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
八
〇
）
、
文
理
（
募
集
停
止
）

、
住
環
境
シ
ス
テ
ム
（
四
〇
）

」
を

定
時
制

普
通
（
四
〇
）

「
67

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
八
〇
）
、
住
環
境
シ
ス
テ
ム
（

四
〇
）

」
に
、

定
時
制

普
通
（
四
〇
）

「
72

福
岡
県
立
大
牟
田
北
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
募
集
停
止
）

」
を

定
時
制

普
通
（
一
六
〇
）

「
72

福
岡
県
立
大
牟
田
北
高
等
学
校

定
時
制

普
通
（
一
六
〇
）

」
に
、

「
86

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
募
集
停
止
）

」
を

定
時
制

普
通
（
一
六
〇
）

「
86

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校

定
時
制

普
通
（
一
六
〇
）

」
に
、

「
88

福
岡
県
立
嘉
穂
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
二
四
〇
）
、
理
数
（
四
〇
）

」
を
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「
88

福
岡
県
立
嘉
穂
高
等
学
校

全
日
制

普
通
（
二
八
〇
）
、
理
数
（
四
〇
）

」
に
改
め
る
。

　
　

第
一
号
様
式
中
「　

割
印　

」
を
削
り
、
「
証
す
る
。
」
を
「
証
す
る
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
号
様
式
中

「
本人氏名（自署）
」

及
び

「
保護者氏名（自署）
」

を
削
り
、

「

ふりがな
氏　　名

」
を

「
ふりがな
氏　　名
（自署）

」
に
、

「
備　　考

」
を

「
第２志望校 備　　考

」
に
改
め
る
。

　
　

第
三
号
様
式
中

「
本人氏名（自署）
」

及
び

「
保護者氏名（自署）
」

を
削
り
、

「

ふりがな
氏　　名

」
を

「
ふりがな
氏　　名
（自署）

」
に
改
め
る
。

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
別
表
の
改
正
規
定
は
、
令
和
五
年
度
以
降
に
入
学
す
る
者

か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
二
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

　

福
岡
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

福
岡
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
出
願
す
る
者
は
」
の
下
に
「
、
別
に
教
育
長
が
定
め
る
場
合
を
除
き
」
を
加
え

、
「
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
」
を
「
教
育
長
」
に
改
め
る
。
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規

則
の
規
定
は
、
令
和
五
年
度
以
降
に
入
学
す
る
者
か
ら
適
用
す
る
。

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

イ　

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）
一
以
上
の
市

町
村
等
の
区

域
を
単
位
と

し
て
設
け
ら

れ
る
支
部

届
出
年
月
日

れ
い
わ
新
選

組
参
議
院
福

岡
県
総
支
部

遠
藤
芙
美
代

赤
星　

博
子

福
岡
県
糸
島

市
二
丈
吉
井

四
二
二
四

参
議
院
議
員

○

四
、　

三
、
二
五

　

ロ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市

町
村
等
の
区

域
を
単
位
と

し
て
設
け
ら

れ
る
支
部

届
出
年
月
日

国
民
民
主
党

福
岡
県
参
議

院
選
挙
区
第

１
総
支
部

大
田　

京
子

中
村　

憲
一

福
岡
県
福
岡
市
南
区
大
橋
三

－

二
五

－

一　

貞
方
ビ
ル
Ｂ

○

四
、　

三
、
一
五

自
由
民
主
党

福
岡
県
飯
塚

市
第
二
支
部

髙
橋　

義
彦

榎
本　

茂
治

福
岡
県
飯
塚
市
阿
恵
一
一
七

八

○

四
、　

三
、
一
〇

自
由
民
主
党

福
岡
県
北
九

州
市
小
倉
北

区
第
十
支
部

大
石　

仁
人

木
村　
　

良

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区

熊
本
四

－

二

－

二
六

－

二
Ｆ

○

四
、　

三
、　

八

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

あ
な
た
と
市
政
を

つ
く
る
会

福
地　

幸
子

辻󠄀　
　

伸
子

福
岡
県
宗
像
市
徳
重
五
〇
二

－

六　

福

地
方

四
、　

三
、
二
四

甲
斐
田
典
彦
後
援

会

甲
斐
田
典
彦

甲
斐
田
友
美

子

福
岡
県
小
郡
市
大
保
一
二
〇
〇

－

一

四
、　

三
、　

八

木
村
こ
う
じ
後
援

会

木
村　

康
二

木
村　

康
二

福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
伊
左
座
一

－

一

五

－

一
五　

四
、　

三
、　

二

小
緑
た
か
し
後
援

会

小
緑　

貴
吏

大
庭　

政
勝

福
岡
県
北
九
州
市
戸
畑
区
沖
台
二

－

一

二

－

一
九

四
、　

三
、　

一

原
中
ま
さ
ひ
ろ
後

援
会

原
中　

政
廣

原
中
加
代
子

福
岡
県
嘉
穂
郡
桂
川
町
吉
隈
三
一
一

－

三

四
、　

三
、
二
四

樋
口
朗
後
援
会

樋󠄀
口　
　

朗

樋󠄀
口　

則
子

福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
二

七

四
、　

三
、
二
九

樋
口
隆
三
後
援
会

樋
口　

隆
三

樋
口
由
紀
枝

福
岡
県
う
き
は
市
浮
羽
町
西
隈
上
六
四

六

－

三

四
、　

三
、　

八

ふ
じ
か
わ
孝
俊
後

援
会

山
内　
　

哲

藤
河　

鈴
乃

福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
犀
川
谷
口

四
三
二

－

一

四
、　

三
、
二
二

山
田
宏
福
岡
県
後

援
会

川
端
貴
美
子

近
藤　

啓
二

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
大
名
一

－

一
二

－

四
三　

福
岡
県
歯
科
医
師
会
館
内

四
、　

三
、
一
七

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
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㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名

称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

国
民
民
主
党
福

岡
県
総
支
部
連

合
会

大
田　

京
子

代
表
者
の

氏
名

大
田　

京
子

小
林　

正
夫

四
、　

二
、
二
八

自
由
民
主
党
福

岡
県
倉
庫
支
部

城
野　

隆
行

会
計
責
任
者
の

氏
名

竹
本　

直
樹

押
井　

和
徳

三
、　

七
、　

一

自
由
民
主
党
福

津
市
支
部

井
本　

雅
文

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
津
市

手
光
一
九
七
三

福
岡
県
福
津
市

津
屋
崎
四

－

七

－

一
二

四
、　

三
、　

九

自
由
民
主
党
福

岡
県
第
三
選
挙

区
支
部

古
賀　
　

篤

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
室
見

二

－

一

－

二
二　

西
陵
ビ
ル
二
階

宮
﨑　

勇
士

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
南
庄
二

－

一

－

二
五

諸
隈　

英
文

四
、　

二
、
二
八

自
由
民
主
党
福

岡
県
歯
科
技
工

士
支
部

山
田　

順
一

会
計
責
任
者
の

氏
名

松
尾　

章
司

林　

隆
三
郎

三
、　

六
、　

一

自
由
民
主
党
田

川
郡
支
部

田
中　

良
幸

会
計
責
任
者
の

氏
名

奈
木
野
康
徳

伊
藤　

英
明

四
、　

三
、　

一

自
由
民
主
党
宗

像
市
支
部

井
上　

正
文

会
計
責
任
者
の

氏
名

永
島　

勝
次

吉
田
眞
士
男

三
、　

六
、
二
七

自
由
民
主
党
福

岡
県
宗
像
市
第

二
支
部

井
上　

正
文

会
計
責
任
者
の

氏
名

井
上　
　

崇

三
好
與
四
郎

四
、　

三
、
三
一

立
憲
民
主
党
福

岡
県
第
４
区
総

支
部

城
井　
　

崇

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

福
岡
県
糟
屋
郡

篠
栗
町
乙
犬

六
七
八

－

一

城
井　
　

崇

福
岡
県
古
賀
市

天
神　

五

－

一

－

六　

サ
ン
ビ

ル
一
階
一
〇
二

号森
本
慎
太
郎

四
、　

三
、
二
二

立
憲
民
主
党
福

岡
県
第
３
区
総

支
部

城
井　
　

崇

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
糸
島
市

前
原
中
央
三

－

一
七

－

二
〇

城
井　
　

崇

宮
浦　
　

寛

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
室
見
二

－

一
六

－

二
〇　

パ
ナ
ム
コ
ー
ト

室
見
一
Ｆ

山
内　

康
一

長
友　

大
陸

四
、　

三
、
二
二

立
憲
民
主
党
福

岡
県
第
７
区
総

支
部

城
井　
　

崇

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
大
牟
田

市
有
明
町
二

－

二

－

九　

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
内

城
井　
　

崇

黒
岩　

正
治

福
岡
県
大
牟
田

市
旭
町
二

－

二

－

二
青
木　

剛
志

青
木　

里
恵

四
、　

三
、
二
二

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名

称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

阿
部
弘
樹
後
援

会

阿
部　

弘
樹

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分公
職
の
種
類
（

第
一
号
）

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

法
第
十
九
条
の

七
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号

に
係
る
国
会
議

員
関
係
政
治
団

体衆
議
院
議
員

阿
部　

弘
樹
、

衆
議
院
議
員

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
以
外

の
政
治
団
体

三
、
一
〇
、
一
九

あ
り
た
え
り
後

援
会

有
田　

絵
里

政
治
団
体
の
名

称主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

あ
り
た
え
り
後

援
会

福
岡
県
北
九
州

市
小
倉
北
区
米

町
一

－

一　

小

倉
駅
前
ひ
び
き

ビ
ル
六
階

北
九
州
の
未
来

を
考
え
る
会

福
岡
県
北
九
州

市
小
倉
南
区
横

代
北
町
二

－

三

－

一
六
（
Ｂ

－

一
〇
二
）　

四
、　

三
、
三
〇

安
藤
か
ず
ひ
さ

後
援
会

山
田　

隆
光

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

山
田　

隆
光

箱
田　

徳
充

田
村　

敏
則

青
木　

保
男

四
、　

三
、　

一 

井
手
さ
ち
こ
後

援
会

永
井　

広
子

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

福
岡
県
遠
賀
郡

水
巻
町
猪
熊
三

－

三

－

七

永
井　

広
子

福
岡
県
遠
賀
郡

水
巻
町
猪
熊
八

－

二

－

四
六

香
月　

一
三

四
、　

三
、
二
三 

う
み
が
め
会

阿
部　

弘
樹

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

法
第
十
九
条
の

七
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号

に
係
る
国
会
議

員
関
係
政
治
団

体

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
以
外

の
政
治
団
体

三
、
一
〇
、
一
九
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公
職
の
種
類
（

第
一
号
）

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

衆
議
院
議
員

阿
部　

弘
樹
、

衆
議
院
議
員

江
上
し
ほ
り
後

援
会

江
上
し
ほ
り

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
大
牟
田

市
日
出
町
二

－

一

－

一
六

福
岡
県
大
牟
田

市
柿
園
町
一

－

一

－

二

－

一
〇

〇
八

三
、　

九
、
一
六

大
場
け
ん
一
後

援
会

大
場
ひ
ろ
子

代
表
者
の
氏
名
大
場
ひ
ろ
子

大
場　

信
行

四
、　

三
、
二
五

加
藤
秀
彦
後
援

会

加
藤　

秀
彦

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
田
川
市

大
字
伊
加
利
一

九
三
一

－

一
五

福
岡
県
田
川
市

大
字
伊
加
利
一

九
三
一

－

九

三
、　

五
、　

三

き
く
す
い
俊
賢

後
援
会

菊
水　

俊
賢

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
北
九
州

市
八
幡
東
区
高

見
二

－

九

－

一

－

三
〇
六

福
岡
県
北
九
州

市
八
幡
東
区
宮

の
町
二

－

一
二

－

一

－

二
〇
一

四
、　

三
、
三
一

く
ま
だ
き
和
明

後
援
会

佐
藤　

芳
雄

代
表
者
の
氏
名
佐
藤　

芳
雄

白
石　

正
男

四
、　

二
、
一
一

幸
福
実
現
党
久

留
米
東
後
援
会

伊
原　

数
衛

会
計
責
任
者
の

氏
名

町
村　

眞
美

小
迫
日
出
典

四
、　

三
、
一
七

幸
福
実
現
党
門

司
港
後
援
会

江
島　

和
男

会
計
責
任
者
の

氏
名

田
中　

公
貴

赤
羽　

千
聡

二
、　

四
、　

一

幸
福
実
現
党
行

橋
後
援
会

西
垣
内　

譲

会
計
責
任
者
の

氏
名

石
見
菜
穂
子

河
井　

愛
祈

三
、　

八
、　

一

古
賀
あ
つ
し
後

援
会

吉
迫　
　

徹

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
室
見
二

－

一

－

二
二　

西
陵
ビ
ル
二
階

宮
﨑　

勇
士

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
南
庄
二

－

一

－

二
五

諸
隈　

英
文

四
、　

二
、
二
八 

し
の
は
ら
け
ん

じ
サ
ポ
ー
タ
ー

会

篠
原　

研
治

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
北
九
州

市
小
倉
北
区
米

町
一

－

一

－

一

－

六
Ｆ

福
岡
県
北
九
州

市
小
倉
北
区
片

野
一

－

一

－

七　

タ
カ
ダ
ビ
ル
二

〇
二
号
室

四
、　

三
、
三
〇 

全
日
本
不
動
産

政
治
連
盟
福
岡

県
本
部

伊
藤　
　

明

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
中
呉
服

町
一

－

二
五

－

一
号　

全
日
・

九
州
ラ
ビ
ー
ネ

ッ
ト
Ｂ
Ｌ
Ｄ

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅

前
二

－

二
〇

－

一　

 

大
博
多
ビ

ル
二
階

三
、
一
一
、
一
五

大
蔵
会

楠
田　

大
蔵

会
計
責
任
者
の

氏
名

廣
瀬　

和
文

大
川　

称
三

四
、　

三
、
一
〇 

つ
い
ち
は
ら
陽

子
後
援
会

築
地
原
陽
子

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

東
区
筥
松
二

－

六

－

九　

バ
ア

ウ
ハ
ウ
ス
カ
ミ

ン
グ
一
〇
一

福
岡
県
福
岡
市

東
区
原
田
一

－

二
五

－

三
六

－

三
〇
五

三
、　

六
、　

一

堤
か
な
め
後
援

会

堤　

か
な
め

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分代
表
者
の
氏
名

公
職
の
種
類
（

第
一
号
）

法
第
十
九
条
の

七
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号

に
係
る
国
会
議

員
関
係
政
治
団

体堤　

か
な
め

衆
議
院
議
員

法
第
十
九
条
の

七
第
一
項
第
二

号
に
係
る
国
会

議
員
関
係
政
治

団
体

堤　
　
　

寛

三
、
一
二
、
三
一

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
筑
紫
野

市
二
日
市
中
央

二

－

七

－

一
七　

二
階

福
岡
県
大
野
城

市
栄
町
三

－

一

－

二

－

一
Ｆ

四
、　

一
、
二
四

篤
政
会

古
賀　
　

篤

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
室
見
二

－

一

－

二
二　

西
陵
ビ
ル
二
階

宮
﨑　

勇
士

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
南
庄
二

－

一

－

二
五

諸
隈　

英
文

四
、　

二
、
二
八

西
原
た
だ
ひ
ろ

後
援
会

早
川　

慎
二

会
計
責
任
者
の

氏
名

町
村　

眞
美

小
迫
日
出
典

四
、　

三
、
一
七

日
本
第
一
党
福

岡
県
本
部

髙
瀬　

祥
史

会
計
責
任
者
の

氏
名

井
上　

直
生

髙
瀬　

祥
史

四
、　

三
、
一
〇

福
岡
県
印
刷
産

業
政
治
連
盟

吉
村　

静
雄

代
表
者
の
氏
名
吉
村　

静
雄

日
下
部
俊
明

四
、　

二
、
二
四

福
岡
県
歯
科
医

師
連
盟
筑
紫
支

部

白
水　

智
明

会
計
責
任
者
の

氏
名

吉
永　

篤
史

仲
吉　

信
彦

三
、　

七
、　

一

福
岡
県
歯
科
技

工
士
連
盟

山
田　

順
一

会
計
責
任
者
の

氏
名

松
尾　

章
司

林　

隆
三
郎

三
、　

六
、　

一

福
岡
県
商
工
会

議
連
盟

谷
川　

浩
道

代
表
者
の
氏
名
谷
川　

浩
道

藤
永　

憲
一

三
、　

六
、
二
三

福
岡
県
商
工
政

治
連
盟
芦
屋
町

支
部

黒
山　

敏
治

会
計
責
任
者
の

氏
名

藤
谷　

裕
一

入
江　

真
二

三
、　

五
、　

一 
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福
岡
県
商
工
政

治
連
盟
粕
屋
郡

篠
栗
町
支
部

井
上　

健
二

代
表
者
の
氏
名
井
上　

健
二

城
戸　

宏
治

三
、　

六
、　

一 

福
岡
県
商
工
政

治
連
盟
古
賀
市

支
部

藤
井　

博
文

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

藤
井　

博
文

前
田　

豊
河

藤
本　

芳
博

藤
井　

博
文

三
、　

六
、　

一

福
岡
県
土
地
改

良
政
治
連
盟

小
金
丸
義
文

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
太
宰
府

市
水
城
六

－

六

－

八
（
江
上
勝

久
方
）

江
上　

勝
久

福
岡
県
福
岡
市

西
区
下
山
門
三

－

一
三

－

七
（

友
納
昭
二
方
）

友
納　

昭
二

三
、
一
〇
、　

八 

福
岡
県
土
地
家

屋
調
査
士
政
治

連
盟

庄
﨑　

泰
広

代
表
者
の
氏
名
庄
﨑　

泰
広

草
賀　

裕
一

三
、　

五
、
二
八 

福
岡
県
農
政
連

み
い
支
部

田
中　
　

學

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

田
中　
　

學

立
石　

和
広

鐘
江　

康
勝

重
松
喜
久
男

三
、　

七
、
一
五

三
、　

四
、　

一

福
岡
県
農
政
連

八
女
支
部
上
陽

地
区

角
田　

頼
昭

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

角
田　

頼
昭

井
上　

和
也

木
下　

喜
之

角
田　

頼
昭

三
、　

七
、
一
七

福
岡
県
農
政
連

八
女
支
部
立
花

地
区

中
村　

勝
彦

会
計
責
任
者
の

氏
名

朽
網　
　

憲

松
延　

一
国

三
、　

八
、
二
〇 

福
岡
県
農
政
連

八
女
支
部
星
野

地
区

田
中
雄
四
郎

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

田
中
雄
四
郎

山
中　

博
典

中
野
宏
一
郎

山
口　

伸
一

三
、　

七
、
一
七

福
岡
県
農
政
連

八
女
支
部
八
女

地
区

住
吉　

高
男

会
計
責
任
者
の

氏
名

西
村　

孝
一

安
達　

康
朗

四
、　

三
、　

一

福
岡
商
工
連
盟

谷
川　

浩
道

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
福
岡
市

中
央
区
平
丘
町

一

－

一
六

－

一

〇
一
号　

猪
野

方谷
川　

浩
道

猪
野　
　

猛

福
岡
県
福
岡
市

中
央
区
長
浜
三

－

一
一

－

三

－

七
一
一

藤
永　

憲
一

安
部　

泰
宏

四
、　

三
、
一
一

三
、　

八
、
二
六

松
本
一
郎
後
援

会

松
本　

一
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

松
本　

梨
乃

松
本
タ
ツ
子

四
、　

三
、　

一

松
本
英
樹
後
援

会

松
本　

英
樹

会
計
責
任
者
の

氏
名

松
本　

英
樹

熊
本　

則
雄

四
、　

三
、
一
七 

み
や
ざ
き
吉
輝

後
援
会

宮
﨑　

吉
輝

会
計
責
任
者
の

氏
名

宮
﨑　
　

譲

鈴
木　
　

忍

四
、　

三
、
二
四

み
ん
な
の
う
き

は
暮
ら
し
を
考

え
る
会

髙
木
亜
希
子

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
う
き
は

市
浮
羽
町
朝
田

四
〇
七

福
岡
県
う
き
は

市
浮
羽
町
朝
田

五
五
五

－

二

四
、　

三
、
一
八

安
川
し
げ
の
り

後
援
会

安
川　

繁
典

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
光
正
寺

二

－

一
〇

－

三

〇

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
明
神
坂

二

－

八

－

二
〇

四
、　

三
、　

一 

山
下
し
げ
る
後

援
会

山
下　
　

茂

代
表
者
の
氏
名
山
下　
　

茂

川
島
精
一
郎

三
、　

四
、　

一 

八
女
政
治
経
済

同
志
会

大
石　

一
正

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

大
石　

一
正

緒
方　

大
輔

木
下　
　

茂

国
武　

晃
久

四
、　

三
、
一
四

渡
辺
か
つ
や
後

援
会

渡
辺　

克
也

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
嶋　

純
子

今
田　

初
代

二
、　

四
、　

一

和
田
善
久
後
援

会

大
山　

和
徳

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
宮
若
市

龍
徳
二
一
七
三

和
田　

寿
子

福
岡
県
宮
若
市

龍
徳
一
一
八
七

－

六
奥
田　

正
義

四
、　

三
、　

一

四
、　

三
、　

七

　

備
考　

国
家
問
題
研
究
所
は
、
主
た
る
活
動
区
域
の
異
動
に
よ
り
総
務
大
臣
届
出
に
変
更

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治

団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　
　

政　
　

治　
　

団　
　

体　
　

の　
　

名　
　

称

代
表
者
の
氏
名

　

解
散
年
月
日

社
会
民
主
党
福
岡
県
久
留
米
支
部

鬼
塚　

民
生

　

四
、　

三
、　

二

自
由
民
主
党
福
岡
県
第
五
選
挙
区
支
部

原
田　

義
昭

　

四
、　

三
、
三
一

自
由
民
主
党
福
岡
県
久
留
米
市
第
三
支
部

田
中　

大
雅

　

四
、　

三
、
一
五

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）
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政　
　

治　
　

団　
　

体　
　

の　
　

名　
　

称

代
表
者
の
氏
名

　

解
散
年
月
日

宇
野
晶
後
援
会

宇
野　
　

晶

　

四
、　

三
、
二
一

大
久
保
勉
後
援
会

大
久
保　

勉

　

四
、　

三
、　

五

丘
政
会

堤　

か
な
め

　

三
、
一
二
、
三
一

く
さ
ば
満
彦
後
援
会

草
場　

満
彦

　

三
、　

六
、
一
三

古
賀
せ
い
し
後
援
会

安
武　

正
一

　

一
、
一
二
、
三
一

小
松
き
よ
じ
後
援
会

小
松
亀
代
治

　

三
、
一
二
、
三
一

し
ば
た
裕
美
子
後
援
会

柴
田
裕
美
子

　

四
、　

三
、
二
五

島
本
昌
典
後
援
会

島
本　

昌
典

　

三
、
一
二
、　

一

十
中
大
雅
後
援
会

田
中　

大
雅

　

四
、　

三
、
一
五

純
友
会
後
援
会

増
田　

信
敏

　

四
、　

三
、
一
〇

城
山
雅
朗
後
援
会

原　
　

宇
成

　

四
、　

三
、
一
五

税
理
士
に
よ
る
三
原
朝
彦
後
援
会

田
口　

正
章

　

四
、　

三
、
一
六

寳
部
勝
後
援
会

寳
部　
　

勝

　

四
、　

三
、
二
三

寺
嶋
輝
次
後
援
会

柴
田　

繁
男

　

四
、　

三
、
二
四

飛
賀
貴
夫
後
援
会

飛
賀　

貴
夫

　

四
、　

二
、
二
八

並
里
弘
二
後
援
会

並
里　

弘
二

　

三
、
一
二
、
三
一

畑
中
つ
る
み
後
援
会

畑
中　

鶴
見

　

四
、　

二
、
一
八

原
田
義
昭
後
援
会

原
田　

英
紀

　

三
、
一
二
、
三
一

福
岡
市
南
区
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
会

小
松
亀
代
治

　

三
、
一
二
、
三
一

藤
井
よ
し
ひ
ろ
と
ど
ん
ぐ
り
政
治
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

藤
井　

芳
広

　

四
、　

三
、
一
〇

藤
木
く
に
は
る
後
援
会

御
手
洗
寿
乃

　

四
、　

二
、
二
八

み
ふ
ね
英
明
後
援
会

森
下　

孝
則

　

三
、
一
二
、
二
八

も
も
せ
光
子
後
援
会

百
瀬　

光
子

　

四
、　

三
、
一
五

若
杉
優
後
援
会

若
杉　
　

優

　

四
、　

三
、
二
三

和
田
善
久
後
援
会

大
山　

和
徳

　

四
、　

三
、
二
二

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を

次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体

の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日 

甲
斐
田
典
彦

小
郡
市
議
会
議

員

甲
斐
田
典
彦
後

援
会

福
岡
県
小
郡
市
大
保
一
二
〇
〇

－

一

四
、　

三
、　

八

小
緑　

貴
吏

福
岡
県
議
会
議

員

小
緑
た
か
し
後

援
会

福
岡
県
北
九
州
市
戸
畑
区
沖
台
二

－

一
二

－

一
九

四
、　

三
、　

一

堤　

か
な
め

衆
議
院
議
員
福

岡
５
区

堤
か
な
め
後
援

会

福
岡
県
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央
二

－

七

－

一
七　

二
階

三
、
一
二
、
三
一

中
村　

香
月

福
岡
県
議
会
議

員

中
村
か
つ
き
後

援
会

福
岡
県
久
留
米
市
田
主
丸
町
田
主

丸
四
五
九

－

二

四
、　

三
、
三
〇

樋
口　

隆
三

う
き
は
市
議
会

議
員

樋
口
隆
三
後
援

会

福
岡
県
う
き
は
市
浮
羽
町
西
隈
上

六
四
六

－

三

四
、　

三
、　

八

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
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資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

資
金
管
理
団

体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

阿
部　

弘
樹

阿
部
弘
樹
後

援
会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

県
議

三
、
一
〇
、
一
九

有
田　

絵
里

あ
り
た
え
り

後
援
会

政
治
団
体
の
名

称主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

あ
り
た
え
り
後

援
会

福
岡
県
北
九
州

市
小
倉
北
区
米

町
一

－

一　

小

倉
駅
前
ひ
び
き

ビ
ル
六
階

北
九
州
の
未
来

を
考
え
る
会

福
岡
県
北
九
州

市
小
倉
南
区
横

代
北
町
二

－

三

－

一
六
（
Ｂ

－

一
〇
二
）

四
、　

三
、
三
〇

加
藤　

秀
彦

加
藤
秀
彦
後

援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
田
川
市

大
字
伊
加
利
一

九
三
一

－

一
五

福
岡
県
田
川
市

大
字
伊
加
利
一

九
三
一
番
地
一

九

三
、　

五
、　

三

古
賀　
　

篤

篤
政
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
室
見
二

－

一

－

二
二　

西
陵
ビ
ル
二
階

福
岡
県
福
岡
市

早
良
区
南
庄
二

－

一

－

二
五

四
、　

二
、
二
八

堤　

か
な
め

丘
政
会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員
福

岡
５
区

県
議

三
、
一
〇
、
一
九

安
川　

繁
典

安
川
し
げ
の

り
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
光
正
寺

二

－

一
〇

－
三

〇

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
明
神
坂

二

－

八

－

二
〇

四
、　

三
、　

一

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金

管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

宇
野　
　

晶

宇
野
晶
後
援
会

四
、　

三
、
二
一

大
久
保　

勉

大
久
保
勉
後
援
会

四
、　

三
、　

五

草
場　

満
彦

く
さ
ば
満
彦
後
援
会

三
、　

六
、
一
三

小
松
亀
代
治

小
松
き
よ
じ
後
援
会

三
、
一
二
、
三
一

柴
田
裕
美
子

し
ば
た
裕
美
子
後
援
会

四
、　

三
、
二
五

田
中　

大
雅

十
中
大
雅
後
援
会

四
、　

三
、
一
五

堤　

か
な
め

丘
政
会

三
、
一
二
、
三
一

飛
賀　

貴
夫

飛
賀
貴
夫
後
援
会

四
、　

二
、
二
八

並
里　

弘
二

並
里
弘
二
後
援
会

三
、
一
二
、
三
一

藤
井　

芳
広

藤
井
よ
し
ひ
ろ
と
ど
ん
ぐ
り
政
治
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
、　

三
、
一
〇

百
瀬　

光
子

も
も
せ
光
子
後
援
会

四
、　

三
、
一
五


